
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2021年1月29日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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TOPIX規模別指数の推移
（期間：2021年1月29日～2022年2月10日）

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202202_outlook.pdf

TOPIX（東証株価指数） 1,962.61 1.66% ▲1.22% 0.44% 1.65%

日経平均株価 ▲6.31%27,696.08

企業業績については、10～12月期決算が引き続き堅調と予想されており、中国景気
が底打ちし、新型コロナウイルスの新たな変異株の国内感染拡大が一服すれば、緩や
かながらも拡大基調を維持するとみています。米国における金融政策正常化の動きが
注目される中、同国株式相場は極端な物色動向の変化が生じやすく、変動率が高まる
可能性があります。一方、国内株式相場は米国市場との比較で株価の割安感は強く下
値は限定的とみられ、相対的に優位な展開になるとみています。

国内株式相場は米国市場との比較で割安感は強い

（期間：2021年1月29日～2022年2月10日）

情報提供資料
2022年2月14日国内株式見通し 

日経平均株価、TOPIXの推移マーケットの動き（2022年2月7日～2月10日）

投資環境見通し（2022年2月）

先週の国内株式市場は、前週末比で上昇しました。
週初は、米国雇用統計を受けて米国長期金利が上昇したことから下落して始まりまし
たが、欧米株式市場の上昇を受けて、好業績銘柄を中心に買いが広がりました。週末
に米国CPI（消費者物価指数）の発表を控えていたため上値の重さはみられたもの
の、上昇して週を終えました。

MYAM Market Information
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